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高齢者研究と生理心理学
一近年の事象関連電位研究からの展望ー
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旭川医科大学
札幌医科大学
抄録
近年の事象関連電位（ERP）の研究成果にもとづいて，高齢者を対象とした生理心理学に
関する研究を展望した。 ER Pが注意や記憶等の認知機能を反映することは以前から知られて
いたが，最近の研究成果によって， ER Pのどの成分が脳内のどの部位の処理と関連している
かがより詳細に明らかにされてきた。とりけわけp3成分については数多くの研究が報告され，
高齢者のP3成分の潜時延長と振幅減少，およびその頭皮上分布から，加齢による認知機能不
全と前頭葉の機能低下との関連が示された。さらにこの成分と痴呆との関係も検討され，アル
ツハイマー病など痴呆患者での認知障害とER Pとの対応から，痴呆の鑑別診断への適用も考
慮されるようになってきたが，痴呆の症状や障害部位の多様さから，その有効’性については疑
問が残されている。今後他の成分の特性をさらに検討すると共に， ER Pの個人差をどう扱っ
ていくかについてさらに検討されねばならない。
キーワード： 事象関連電位 （E R P) , P 3 , P 300，痴呆，アルツハイマー病（Alzheimer)
しはじめに
人の心理は，誕生から死に至る発達の過程で，様々に
変化し，その発達段階に応じた特徴を持つ。高齢化社会
を迎え，増加する高齢者への援助を行うに当たって，高
齢者の心理的特徴を知り，それを実践の場へ役立ててい
くことは， きわめて重要な課題となろう。
さて，人の「心」（心理）はどのようにすれば知るこ
とができるであろうか？ 「心」は，しばしば「風」に
例えられる。風は，直接目で見ることはできないが，梢
を揺らす木々や流れる雲を眺めたり，風に揺られる窓の
音を聞くことなどによって，その存在や様態を知ること
ができる。これと同じように，実体を見ることができな
い「心」も，それが作用することによって変化する「行動」
を観察することによって，その実体を明らかにすること
ができる。このような方法論に基づいて行われているの
が「心理学」である。ここで言う「行動」とは，一般的
な意味合いも含んではいるがそれよりも広義で，例えば，
赤信号に気づいてブレーキを踏むまでに要する時間（反
応時間），ロールシャツハテストの図版を見て，それが何
に見えるかという反応や，果ては神経細胞の活動電位に
至るまで，人から生ずる全ての事象が含まれている。
そのような 「行動」の中で，「脳波J も心理的状態を
表現する重要な指標のーっとして使われている。人を含
む動物の様々な行動の基盤となっているのは，神経細胞
の電気活動であることはよく知られている。中でも脳は，
中枢神経系といわれ，そこでの活動が複雑な行動の起源
の大部分を占めている。脳の電気活動は，1929年にベル
ガー（Berger,H.）によって初めて報告された。彼は，
頭皮上に電極を装着し，そこから記録される電気活動が
意識状態によって変化することを見出し，「脳波
(electroencephalogram;EEG）」と名付けた。脳波は，脳
の総体的活動が，頭皮上に投影されたものと考えること
ができ，脳波波形の異常による脳の器質的障害の発見・
診断や，覚醒状態の判断等の重要な手段として用いられ
ている。
また，脳波は，感覚刺激の呈示に伴って一定の変化を
する事が知られており，これを誘発電位（evoked
potential）と呼んでいる。誘発電位は，定常脳波に比べ
その振幅が非常に小さいので，通常用いられる脳波記録
ではその波形を確認することは難しい。そこで，刺激呈
示から一定時間の脳波を切り出し，それを数十回から数
千回加算して，その平均をとる加算平均法を用いて，誘
発電位を観察するのが一般的である。加算平均法を用い
ることによって，刺激とは無関係に変動する背景脳波は
相殺され，刺激に対して一定の変化をする誘発電位成分
だけを取り出すことができるのである。
誘発電位は，刺激呈示から電位成分が現れるまでの時
間 (i替時）に応じて分類されており，刺激提示後0ミリ
秒から10ミリ秒までに現れる反応を速反応， 10ミリ秒か
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ら50ミリ秒までを中間反応， 50ミリ秒から300ミリ秒ま
でを緩反応，300ミリ秒以降を後反応と呼ぶ。このなかで，
中間反応までの成分は，主に刺激の特性によって影響を
受ける外因性の成分であり，心理的要因の影響は少ない。
一方，緩反応以降の成分には，刺激の特性だけではなく，
様々な心理的事象の影響を受ける内因性電位が知られて
おり，この電位は事象関連電位（event-relatedpoten-
tial; ERP）と呼ばれることが多く，様々な研究に用いら
れている。
近年のERP研究では，注意や記憶等の認知機能をERP
を用いて明らかにすることに重点が置かれており，研究
の蓄積によって，各ERP成分が反映する処理が明らかに
なってきている。また，それに伴って， ERPを各種障害
の臨床的指標として用いる試みもなされている。
ERPは，脳の活動を直接反映し，従来行われている反
応時間等の行動指標が媒介される種々の過程を排除する
ことができ，認知機能等の高次処理を解析する際に有用
である。特に，高齢者を対象とする場合，老化による各
種機能低下や障害の影響をできるだけ排除しつつ，目的
とする心理的処理様態を明らかにする必要があり， ERP
を用いた研究の必要性は，益々高まるものと考えられる。
本論文では，まず， ERP研究で扱われるERP成分の種類
とその反映する処理を解説し，さらに高齢者を対象とし
た最新のERP研究を紹介，概括するとともに，今後の高
齢者研究における，ERP利用の可能性について検討する。
n.事象関連電位の成分とその反映する処理
ERPには，一定の潜時帯で生ずる一連の陰性・陽性の
成分があり，そのi替時，極性，頭皮上分布によって分類
されている。ここでは，成分の出現順序に沿って，その
代表的なものを紹介する。
1. N1-P2 
刺激提示後約100ミリ秒から150ミリ秒の聞に生ずる，
頭頂部で最大振幅を示す陰性成分は， Nlと呼ばれる。
この成分は，これに引き続いて生ずる陽性成分である
P2と併せて頂点電位（vertex potential）と言われるこ
ともある（Bancaud,Bloch, & Paillard, 1953）。頂点
電位の起源は，モダリティ特異的で，聴覚刺激に対する
Nlは， 一次聴覚皮質への情報伝達を反映し（Vaughan
& Ritter, 1970），視覚刺激に対しては， N1に先行して
生ずるPlが，一次視覚度質への入力に起源し（Vaughan,
1966），パターン反転刺激で生ずるPlOOは，一次視覚投
射野から生ずることが示されている（Blumhardt& 
Halliday, 1981）。フラッシュ光に対して特徴的に生ず
るP2は， PlOOよりもさらに遅れて生ずることから， 高
次皮質に起源することが示唆されている（e.g.Wright, 
Harding, & Orwin, 1984）。頂点電位は，課題の有無
等の実験条件に関わらず，刺激に対して常に生じ，また，
そのi替時や振幅は，被験者の内的要因によっても変化す
る。したがって，外因性・内因性両者の特徴を持つ成分
であると言える。
2. N 2 
N2は，頂点電位にヲ｜き続き，約200ミリ秒で頂点に達
する陰性成分である。 N2a, N2b, N2cの3種類が知ら
れており，それぞれ異なった処理を反映する。 N2aは，
ミスマッチ陰性電位（mismatchnegativity; MMN 
N aatanen, Gailard, & Mantysalo, 1978）とも呼ばれ，
逸脱刺激の自動検出過程を反映すると解釈される
(N aatanen & Picton, 1987）。 N2bも，逸脱刺激に対し
て生ずるが，直後にP3aを伴う点でN2aとは異なる
(Snyder & Hillyard, 1976）。 N2cは，刺激分類に関連
する電位と言われる（Naatanen,1986）。
3. P 3 ( P 300)
P3は， N2にヲ｜き続き約300ミリ秒の頂点潜時で生ずる
陽性成分である。その最大振幅を示す頭皮上部位によっ
て，二種類に分けることができ，中心一前頭部優位に生
ずるP3a(Snyder & Hillyard, 1976）と，頭頂部優位に生
ずるP3bとがある（Squires,Squires, & Hillyard, 
1975）。 P3aは，系列刺激中の逸脱刺激に対して生ずる
成分で，先に述べたN2bを伴って生じ，刺激に対しで注
意を向けているか否かに関わらず出現する。また， P3b
は，オッドボール（oddball）課題によって惹起される。
オッドボール課題とは，高頻度に呈示される刺激中に低
頻度の刺激を挿入した刺激系列を用いて，被験者に低頻
度刺激を標的として検出させるもので，標的の検出に
伴ってP3bが出現する。 P3bは，注意チャンネル入力の
標的・非標的の選別のための知覚処理過程に関連すると
される（Hillyard,Hink, Schwent, & Picton, 1973）。
4. NA 
NAは，刺激提示後約100ミリ秒から出現する比較的緩
徐な陰性成分で，弁別課題遂行中の被験者から得られる。
通常，非標的刺激と標的刺激を区別する反応を要求した
際の非標的刺激に対するERPから，全刺激に対して同ー
の反応を求めた際のERPとの差分を求めることによって
得られ，初期の知覚処理を反映するといわれる（Ritter,
Simson, Vaughan, & Macht, 1982）。また， NAは，初
期に出現する前頭一中心部で生ずるNAlと，後期に出現
し後頭部で最大となるNA2の合成波としてとらえられる
(Novak, Ritter, & Vaughan, 1992）。
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5. N400 
主に，プライミングにおける作動記憶との関連が示唆
されている陰性成分で，約400ミリ秒の潜時で頂点に達
する。呈示される語が，先行する文脈によってプライム
されにくくなるに従って，振幅が増大する（Kutas& 
Hillyard, 1980）。
m.加齢による機能低下と事象関連電位
加齢に伴う機能低下のーっとして，刺激に対する反応
時間の増加，すなわち，全般的な行動の綾慢化が挙げら
れる（Birren,Woods & Williams, 1980; Albert & 
Moss, 1988）。行動の緩慢化には，感覚運動機能および
中枢神経系の機能低下の両者が影響していると考えら
れ，刺激受容から反応に至るまでの過程の，どの部分の
機能低下が重要に作用しているかについて検討が続けら
れている（e.g.Bayshore, Osman, & Heffley, 1989）。
中枢神経系の機能低下とERPとの関連については，こ
れまでにも多くの研究が行われており，中でも， P3の
出現i替時と頭皮上分布を用いたものが多数を占めてい
る。 Friedmanらの一連の研究（Friedman,Simpson, 
& Hamberger, 1993; Friedman & Simpson, 1994; 
Fabiani & Friedman, 1995）では，前頭葉の機能低下
による認知機能不全と， P3の頭皮上分布の加齢による
変化とを関連づけて考えている。
Friedmanら（1993）は，通常の聴覚オッドボール課
題の刺激系列中に，被験者の予期せぬ新奇刺激を挿入し
たものを被験者に呈示した。彼らは，若年・中年・高年
の各年齢層毎の，標的刺激と新奇刺激に対するP3の頭
皮上分布を比較し，加齢に従って，標的刺激に対する
P3の頭皮上分布が，より前頭部に位置するようになり，
新奇刺激に対するfalsealarmが増加することを見出し
た。彼らは，中心一前頭部で生ずるP3(P3a）は，前頭葉
機能のーっといわれる定位反応（Luria,1973）を反映
すること，前頭葉損傷患者からはP3aが生じず， P3aと
前頭葉の活動との関連が考えられている（Kemper,
1984）こと， さらに，課題非関連刺激への反応抑制が，
前頭葉に依存していることを示す研究が多く見られる
(e.g. Woods & Knight, 1986; Tipper, 1991）ことか
ら，加齢に伴う前頭葉の活動性の変化が，課題非関連刺
激に対する反応抑制を困難にすると考察した。
前述の結果を受けて， Friedman& Simpson (1994）は，
新奇刺激の新奇性が試行・ブロックを通じて維持される
範囲が，加齢によってどのように影響されるかをP3を
用いて調べ，課題非関連刺激に対する反応抑制を検討し
た。その結果，新奇刺激に対するP3の頭皮上分布は，
ブロック中の新奇刺激呈示数が増加するにつれて，若年
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者では前頭部寄りから比較的後頭部寄りへと変化したの
に対し，高齢者では，前頭部寄りに留まることが示され
た。このことより，高齢者と若年者とでは課題非関連情
報の処理抑制能力が異なっており，高齢者では新奇刺激
の「新奇性」が，より長く持続することが明らかとなった。
さらに，若年者のP3は，標的刺激に対しては後頭部
寄りに分布し，新奇刺激に対しては比較的前頭部寄りに
分布するが，高齢者のP3は，標的刺激・新奇刺激のど
ちらに対しでも，前頭部と後頭部の二カ所に分布するこ
とも報告されている（Fabiani& Friedman, 1995）。
彼らは，これら一連の研究か弘前頭葉は作動記憶
( working memory）・の保持に関わっており，高齢者は，
記憶の減衰がより急激なために，前頭葉の活動性を増加
させる必要があることを示している。すなわち，高齢者
は，刺激分類に必要とされる鋳型（template）の保持能
力が低下していることが， P3の頭皮上分布から明らか
にされた。
作動記憶との関連では， Gunter,Jackson, & Mulder 
(1995）によるN400を用いた研究がある。彼らは，文章
再認課題において，一致終了する文章と不一致終了する
文章を若年・中年の被験者に呈示し， N400の振幅・瀞
時を比較して，加齢によって，再認作業が遅延すると共
に， N400潜時の遅延と振幅減少が生ずることを明らか
にした。また，一致終了と不一致終了に対するN400の
差は，高負荷条件において若年者で小さくなったが，中
年では全ての条件で差が見られなかった。この結果は，
被験者の作動記憶容量にERPが影響されることを示して
おり，文章処理の加齢による変化は，単に年齢だけでは
なく，個人の持つ記憶容量の範囲にも大きく影響される
ことが示唆された。
また， NAを用いた研究も報告されている。 Shroeder,
Lipton, Ritter, Giesser & Vaughan (1995）は，中枢レ
ベルでの認知機能の低下がどのレベルで生じているかを
明らかにするために， NAを用いて若年者と高齢者との
比較を行った。彼らは，聴覚オッドボール課題を用いて，
全刺激に対して反応を求める単純反応条件と，低類度刺
激を検出して反応を求める弁別条件とを行い，若年者と
高齢者のERPを比較した。その結果，初期の情報処理過
程の指標であるNA成分の頂点潜時が， N2,P3i替時や反
応時間の遅延に比して，高齢者で大きく遅延し，一次聴
覚皮質への入力に至る過程の指標となるNl頂点潜時お
よびNA開始潜時には，若年者と高齢者の間での差は生
じなかった。このことから，単純課題における加齢に起
因する動作遅延は，末梢レベルでの感覚的障害によるも
のではなく，初期の注意関連知覚過程での遅延が中心と
なり，それよりも上位の情報処理システムでの遅延は付
加的に生ずるものであることが示唆された。また，彼ら
????
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の得たP3の頭皮上分布は，前述のFriedmanらの結果と
は異なり，加齢による影響は見られなかった。これは，
Friedmanらの用いた課題の難度が高かったことが， P3
の頭皮上分布に影響を与えたのではないかと推察されて
いる。
その他にも，加齢による機能低下に対する薬物投与に
よる影響と， ERPの波形の変化との関連が，カフェイン
(Lorist, Snel, Mulder, & Kok, 1995）や，銀杏葉か
らの抽出物質であるGinkobene (Semlitsch. Anderer, 
Saletu, Binder, & Decker. 1995）について報告され
ているが，それぞれ，薬物による機能改善とERPの変化
との関連がよく保たれ， ERPとその反映する処理との符
合性を支持する結果となっている。
以上述べた諸研究から，加齢による認知機能の低下に
は，中枢神経系，特に初期の知覚過程での機能低下が重
要な影響を与えており，課題が複雑化するに従って，上
位の情報処理機能低下の影響が顕著になることが明らか
となった。しかし，課題の難易度と機能低下の生ずる処
理過程の関連や，刺激モダリティと主な機能低下との関
連など，さらに検討が必要な部分も多い。また，文章処
理において見られた，記憶容量等の個々の被験者固有の
資源量の大きさがERPに及ぽす影響についてもさらに検
討が必要であろう。
N.痴呆と事象関連電位
高齢者人口の増大に伴い，今後，痴呆患者の増加の問
題がますます大きくなっていくことが予想される。アル
ツハイマー病に限っても，その発病率は65-69歳では約
3%であるが， 85歳以上では， 25%にまで上昇すること
が示されている（Cooper,1991）。痴呆とERPとの関連に
ついての研究は，加齢による老化と同様に， p3を用い
た研究が多数を占め，痴呆によるp3潜時の増大と振幅
の減少が数多く報告されている（e.g.Polich, 1991）。こ
れらの研究により，痴呆患者における認知機能の低下，
特に選択的注意事態での刺激選択における知覚的処理能
力の低下が， P3に反映されることが明らかにされた。
一方， p3以外の成分の示す脳内での処理過程が明ら
かになるにつれて，それらを用いて，痴呆による認知機
能の障害を解明しようとする研究が見られるようになっ
てきた。
Hamberger. Friedman, Ritter, & Rosen (1995）は，ア
ルツハイマー患者の意味記憶の体制化が，日常に関連し
た情報については比較的正確であるのに対し，カテゴ
リー内の特定の記憶間での区別については崩壊するとい
う特徴が， N400上に反映されるかどうかについて，文
章の終了語に対して有意味・無意味の判断を求める課題
下で検討を行った。その結果，アルツハイマー患者は低
い課題成績を示したが， N400については，終了語がプ
ライムされにくくなるに従って，振幅が増加し，健常者
と同様な傾向を示した。このことから，アルツハイマー
患者の意味処理の崩壊は， N400の生起と行動反応がな
されるまでの聞に生ずる可能性が示唆されている。
また，刺激間間隔（ISI）の増大に伴うMMN振幅の減
少が，アルツハイマ一患者では健常者に比ベより大きく
なるという報告がある（Pekkonen.Josmaki’K凸nonen,
Rein cainen, & Partanen, 1994）。 MMNは、逸脱刺激の自
動的な検出過程を反映し，先行する標準刺激の神経表象
(neural representation）と逸脱刺激とが異なる場合に
のみ出現する（Naatanen,1992）。換言すると，標準刺激
の神経表象が消滅してしまえば， MMNは生起しない。
したがって，アルツハイマー患者におけるMMNの早期
の減少は，記憶痕跡（memorytrace）の減衰が健常者
に比べて早いことを意味する。また，彼らの結果では，
l秒のISI条件では，患者群と健常群とでMMNに差は生
じておらず，アルツハイマー患者の自動的な刺激変化検
知には，障害が無いことが示唆された。
ERPは，これまでの痴呆に関連する研究において，主
に各種痴呆での機能障害が脳内のどの処理過程で生じて
いるかを明らかにするための道具として使われてきた。
その知見の蓄積に基づいて，近年では，さらに一歩踏み
出して，痴呆の鑑別診断にERPを用いることについての
検討が行われるようになってきている。
痴呆は，大脳の広範囲な器質的変化によって生ずるの
で，脳機能の全般的な低下，すなわち，認知機能の低下
や人格，感情，意欲，行動等の障害を伴う。また，特定
の脳領域に障害が及ぶと，各種の巣症状が付加される。
したがって，痴呆によって呈される症状や障害部位は多
様であって，その鑑別診断にはかなりの困難が伴うこと
が知られている。
先に述べたp3と痴呆との関連の研究結果において
も，痴呆に伴う P3 i替時の増大は， 10%台（e.g.Kraiuhin,
Gordon, Coyle, Sara, Rennie, Howson, Landau, & 
Meares,1990）から， 80%台（Ito,Yamao, Fukuda, 
Mimori, & Nakamura,1990）までと広範囲にわたってお
り，ここから直接的に痴呆の鑑別診断へと結びつけるこ
とは困難である。
そこで， Filipovic& Kostic (1995）は，初老期痴呆
の検出にp3を用いることを目的として，聴覚オッド
ボール課題遂行中のERPを，痴呆患者群と，痴呆症状の
ないパーキンソン病および多発性硬化症患者群，健常者
群から記録した。 P3 i替時の正常レンジを，健常群の平
均値に対して±2SD, ±2.SSD，士3SDに設定して，痴
呆患者の検出可能性を検討したところ，＋2SD以上の潜
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時帯で，痴呆患者の検出率が70%，非痴呆患者の誤検出
率が13.5%となった。レンジをさらに引き上げると，誤
検出率は低下するものの，検出率も低下した。この結果
から，彼らは， P3潜時は，認知障害の疑いのある患者
中から，痴呆患者を補助的に選別する手段として有効で，
適用にあたっては，患者を検出する目的に応じた基準を
設定することが重要であることを示唆した。
痴呆症状を呈する疾病の一つであるアルツハイマー病
では，後頭葉での視覚的情報処理の混乱が特徴的である
ことが報告されており（Mendez,Tomsak & Re-
mler ,1990），フラッシュ光に対する視覚誘発電位
(flash VEP）におけるPZ潜時の延長を調べることが，
痴呆やアルツハイマー病の診断検査として有効であるこ
とを示す研究が多く見られる（e.g.Cohen, Danzinger, & 
Hughes,1983;Wright,Harding, & Orwin,1984;Philpot, 
Amin, & Levy, 1990）。 Haupt,Dietz,Mielke,& Kessler 
(1994）は，ポジトロンCT(PET）が，アルツハイマー
病に特徴的な代謝パターンをよく検出できることに着目
し， PETによってアルツハイマー病と診断された患者群
と健常群について， flashVEPのP2 i替時を比較した。
両群のP2 i替時には，これまでの結果に反して差異は見
られなかったことから，彼らは，従来の研究におけるア
ルツハイマー患者の選別診断の基準を見直す必要性を示
している。今後， PETを診断に用いた再検討が期待され
るが，アルツハイマー病以外の痴呆症状を呈する疾患に
おいては， PZを診断検査として用いることができる可
能性が残されていると考えられる。
v.ま とめ
1960年代から本格化したERP研究は，健常者を対象と
した末梢的な知覚過程の研究に端を発し，現在では，脳
機能の様々な障害のメカニズムや，高次な認知機能の解
明のための研究へと焦点を移してきている。その聞の歴
史は， ERP成分とそれが反映する処理の同定作業とその
応用の繰り返しであった。近年に至って，ょうやくERP
を脳の諸機能の解明のための道具として用いる準備が
整った感がある。これは， ERP研究のみからもたらされ
たものではなく，伝統的な行動尺度を用いた認知心理学
や，大脳生理学など，様々な分野からのフィードパック
を受けながら研究が行われてきた成果である。また，
ERP研究からそれらの分野に対して行われた貢献も大き
く，今後さらにその期待は高まるものと考えられる。
これまでのP3研究では，加齢に伴う行動の緩慢化
(e.g.Birren et.al. ,1980）の原因として，前頭葉の活
動性の変化（Friedmanet. al. , 1993）や，初期の注意関
連知覚過程での反応遅延（Schroederet. al. , 1995）など
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が報告されている。また，痴呆患者における知覚的処理
能力の低下がP3に反映されることが明らかにされてい
る（e.g.Polich, 1991）。これら以外にアルツハイマー型
の痴呆では，より高次の意味処理の障害を示唆する結果
が， N400(Hamberger et. al. , 1995）やMMN(Pekkonen 
et. al. , 1994）によって示された。このように，高齢者
の認知機能やその障害を検討する上で，様々な認知処理
機能を反映する成分が時系列的に生ずるERPを用いるこ
とは，高齢者に特徴的な，個々の機能変化の様態を，脳
の活動の変化として直接的に分析できるだけではなく，
その連続的な作用形態をも明らかにして，総体的に分析
を行える利点がある。
ERPの臨床応用に関しては， Filipovicら（1995）が，
初老期痴呆の検出指標としてP3 i替時を適用できること
を示唆しているが，同時に，特定の臨床症候の同定を厳
密に行った上で適用されることが必要であることも強調
されている。このような臨床応用は，個々の患者に対す
る診断を前提とするので，今後ERP波形の個人差をいか
に吸収するか，が大きな問題となると考えられる。残念
ながら，現在のところ， ERPの個人差を標準化する手続
きは見出されていないが，今後，検討されるべき課題で
あると思われる。
高齢者のみならず，人の認知機能には未解明の問題が
数多く残されており，それらを解明していく上で， ERP
は有効な道具とーなることが期待される。
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Abstract 
This paper will review the development of geriatric psychophysiology based on the recent works, especially on 
the researches dealing with the event-related potentials (ERP). Many authors reported the mental and behavioral 
slowing with aging related to the activity in the centro frontal lobe in the cortex. They also confirmed clearly 
that the latency of P3 or P300 component of the ERP recorded from the scalp lengthened and the amplitude of 
P3 reduced with aging. These facts imply the P3 component reflect the ability of memory, because the memory 
is governed by the action of the centro-frontal lobe in the cortex. 
Thus far, a great deal of effort has been made to clarify the relations between several featues of the ERP 
and the types of disorder of senile dementia, such as Alzheimer disease. Based on these results, the differential 
diagnosis of the dementia was tested using the features of P3 component. The test, however, did not succeed, 
because of the large distribution of the features of individual differences. Moreover, researchers investigated for 
other components also, for example, N400 and P2, which affect the disorder of higher cognitive processing. But 
a definit result was not obtained. The problem of clarification stil remains and more effective measures must be 
discovered. 
Key words: Event-related potentials(ERP), P3, P300, Senile Dementia, Alzheimer’s Disease 
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